
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
は
、
c
I
M
(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

を
詳
細
設
計
付
き
工
事
で
2
0
1
4年
度
に
試
行
す
る
。
こ
の
た
め
、
対
象
に
な
る
工
事
の
精
査
を
進
め
て
い
る
。

設
計
と
工
事
を
一
括
し
て
進
め
る
中
で
、
一
一
一
次
一
夜
ア
l
タ
を
使
う
C
I
M
の
有
効
性
を
検
証
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
に
C
I
Mを
試
行
し
た
工
事
や
業
務
に
つ
い
て
、
工
事
・
維
持
管
理
と
い
っ
た
、
事
業
の
次
の
段
階
で
ど
の
よ
う

に
デ
l
タ
を
引
き
継
ぎ
、
活
用
で
き
る
か
調
査
す
る
。

中
部
地
整

詳
細
設
計
付
き
工
事
で
の

C
I
M
の
導
入
に
つ
い
て
国

交
省
は
、
発
注
者
が
試
行
案

件
を
指
定
す
る
「
指
定
工
事
」

に
よ
る
試
行
を
予
定
し
て
い

る
。
中
部
地
整
は
こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
結
果
を
踏
ま

え
、
対
象
と
な
る
工
事
を
選

定
す
る
。
中
部
地
整
は
お
年
度
、

4

7
5号
東
海
環
状
(
北
勢
1

大
安
)
北
勢
北
高
架
橋
詳
細

設
計
マ
お
号
蒲
郡
B
P豊
沢

.
広
石
・
為
当
地
区
道
路
詳
細

設
計
マ
伊
勢
神
地
区
地
質
調

査

の

3
業
務
と
、
佐
久
間

道
路
浦
川
地
区
第
1
ト
ン
ネ

ル
新
設
工
事
マ
1
号
袋
井
沖

之
川
高
架
橋
床
版
工
事
l

の

2
工
事
で
C
I
Mを
試
行
し

た
。
ま
た
、
臼
年
度
に
は
名
四

国
道
事
務
所
が
発
注
し
た
国

道
1
5
5
号
豊
田
南
バ
イ
パ

ス
横
山
地
区
道
路
詳
細
設
計

で
も
C
I
Mを
試
行
し
た
。

ー
号
袋
井
沖
之
川
高
架
橋

の
床
版
工
事
は
9
月
の
完
成

を
予
定
し
て
い
る
口
工
事
の

完
了
後
、
維
持
管
理
な
ど
次

の
段
階
で
の
C
I
M
の
活
用

を
検
討
し
て
い
く
口

佐
久
間
道
路
の
ト
ン
ネ
ル

工
事
は
凶
年
度
ま
で
の
工
期

を
予
定
し
て
お
り
、
当
面
は

工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
て
C

I
Mデ
l
タ
を
蓄
積
す
る
。

そ
の
ほ
か
の
試
立
宋
務
に

つ
い
て
は
現
在
、
設
計
や
工

事
な
ど
次
の
段
階
に
入
る
た

め
の
調
整
を
進
め
て
い
る
。

受
注
者
の
希
望
に
応
じ
て

C
I
M
の
導
入
を
検
討
す
る

一
希
望
工
事
」
へ
の
建
撃
未

界
の
関
心
も
高
ま
っ
て
い

る
。
日
年
度
分
の
希
望
工
事

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
ば
、

「
日
年
度
よ
り
増
え
て
い

る
」
(
中
部
地
方
整
備
局
)

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

【建設ICT】

1.日経 2.朝日
4.読売 5.岐車
7.産経 8.静岡
10.中部経済⑪建通
13建設通信 14.信濃毎日
16.建設工業

と
い
う
。
成
績
評
定
時
の
加
一

I
Mを
ど
の
よ
う
に
生
か
す
一

点
と
い
う
イ
ン
セ
ン
チ
ィ
ブ
一
か
、
問
題
意
識
も
間
わ
れ
そ
一

が
あ
る
一
方
、
希
望
者
は
C
一

う

だ

。

一
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